
令和 2年度 北海道体育学会 第 3回役員会 

 

■日時：令和 2年 10月 25日（日）16：00～17：30 

■会場：オンライン（Zoomミーティング） 

 

・会長挨拶 

  神林勲会長より挨拶があった。 

 

・議事署名人（ 関朋昭 、森田憲輝 ） 

 

・出席者：神林勲（会長）、山本理人（副会長）、石澤伸弘（理事長）、関朋昭、森田憲輝、 

井出幸二郎、瀧澤一騎、高瀬淳也、越川茂樹、多賀健、塚本未来（会計）、 

中島寿宏（幹事）、木本理可（幹事） 

 

■日本体育学会関係報告 

 代議員である神林会長より、日本体育学会社員総会ならびに地域協力学会連絡会議についての

報告があった。今後の全国大会については、専門領域での研究活動および研究者間の連携を図る

場、実践的な社会の課題解決に向けてアピールする場ということをコンセプトに、テーマ別シン

ポジウムとテーマ別研究発表を学会大会の中心に据え、これまでと同様に各専門領域別の研究発

表も行っていく旨の改善案が示されたとの報告があった。なお、開催方法はこれまでの地域ブロ

ック輪番制を廃止し、主管校制になるため、４～５年のスパンで公募し開催場所を決定するが、

応募が無い場合は拠点大学（キャンパスの物的・人的資源を活用して学会大会が開催可能である）

から理事会で選出・依頼をするとのこと。また、10 月中旬に実施された臨時社員総会では、今年

度の補正予算や来年度計画、規定の改正などが審議されたことが報告された。来年度の全国大会

（71 回大会）については筑波大学で行われる予定であるが実施方法は未定であり、大学が使用可

能かなどについて 3 月の理事会で判断するとの説明があった。2020 横浜スポーツ学術会議の開催

報告、来年度代議員・理事結果、2020 年度地域協力学会助成金の配分額等についても報告された。 

 

■協議事項 

1．令和 2年度北海道体育学会特別大会 開催要項の確認 

関大会委員長より、令和２年度の北海道体育学会特別大会開催要項についての説明があった。

今年度はオンライン開催となり、北海道教育大学札幌駅前サテライトを大会本部とし運営する

こと、１日日程とし発表件数によりタイムスケジュールに変更の可能性があること、抄録につ

いては 12 月初旬に HP に掲載することなどが確認された。 

 

2．「若手研究者賞」審査委員の選出 

越川研究委員長より、今年度の審査委員の選出方法についての提案があり、承認された。 

 



3．令和 2年度北海道体育学会総会の実施方法について 

中島幹事より、今年度の総会について、学会大会中に実施する旨が開催要項にも記されては

いるものの、参加者が少ない場合も想定されることなどについての説明があり、検討の結果、

大会中には行わず、大会後にメーリングリストを利用したメール協議の形で実施することとな

った。なお、HP にもその旨を掲載することが確認された。 

 

4．第 60回学会記念大会の準備状況について 

関委員長より、第 60 回学会記念大会についてライフォートホテルで実施を予定してい 

 るとの報告があった。 

 

5．各種委員会より（研究，編集，大会，広報） 

 ・越川委員長より、今年度の若手賞授賞式について、当日受賞者からコメントをもらい、賞状・

副賞については後日郵送する旨の提案があり、承認された。また、今年度の研究環境等を鑑

み、来年度に限り若手賞の応募条件を「暦年度において満 31 歳未満の者」としたいとの提案

があり、承認された。なお、１年のみの変更であるため、規程については変更せず、総会で

の報告および HP での告知を行うことが確認された。 

 ・森田編集委員より、12 月初旬に完成予定の北海道体育学研究第 55 巻について、今年度は大

会会場での配布が出来ないため郵送で問題ないかの確認があり、承認された。 

 

6．その他 

  特になし 

 

■報告事項 

1．2021～2023年度会長・理事選挙結果について 

選挙管理委員会を代表して石澤理事長より、会長ならびに理事選挙の投票・開票結果につい

て報告があった。会長選挙は、投票数 46 票（内、有効投票 46、無効投票 0、白票 0）であり、

順位１位（33 票）の神林勲が会長候補に選出されたことが報告された。理事選挙は、投票数 160 

票（内、有効投票 160、無効投票 0、白票 0）であり、順位１位（22 票）石澤伸弘、順位２位

（21 票）森田憲輝、順位３位（14 票）中島寿宏、順位４位（12 票）関朋昭、順位５位（9 票）

山口太一、順位６位（8 票）塚本未来、順位７位（6 票）瀧澤一騎、永谷稔（敬称略、順位９位

以下については割愛）であったことが報告された。 

 

2．北海道体育学研究第 55巻の進捗状況について 

森田委員より、第 55 巻について、研究ノート２編、実践研究４編の計６編の掲載が予定され

ており、現在継続審査となっている論文もある旨の報告があった（掲載不可４編、取り下げ２

編）。査読謝礼については、編集委員長から会計に報告することが確認された。 

 

 



3．各種委員会（研究，編集，大会，広報，事務局）より 

1）研究 

  特になし 

2）編集 

  特になし 

3）大会 

  特になし 

4）広報 

  特になし 

5）事務局 

  特になし 

 

4．その他 

  特になし 

 

■その他 

・石澤理事長より、将来構想WGの進捗状況を次回役員会で報告してほしいとの依頼があった。 

・木本幹事より、学会大会に関する Zoom ミーティング ID/PW 送付時期の確認があり、大会

１週間前を目途に送付することが確認された。 

 ・中島幹事より、次回役員会の日時について確認があり、2020 年 12 月 6 日または 13 日に Zoom 

によるオンラインミーティングを行うこととなった。日程の決定は、メールにて配信する旨

が確認された。 

 

以上 


